
令和７年度　　１２月保護者アンケート（記述）　ご意見と回答

　先生によって、あまり生徒とコミュニケーションをとっていない気がします。
先生方が生徒にどのように自主性を持てるように教育されているのかが不明瞭です。

【回答】
　これまで、生徒との対話を大切にするよう心がけてきましたが、生徒が安心して思いを伝えられるよう、学校全体でよ
り日常的な声かけや対話の充実を図ってまいります。また、本校では、自ら考え、判断し、行動する「自律」を大切にし
ています。そこには寄り添い、時に助言する教職員の支えが不可欠だと考えています。今後も、本校が大切にする「自
律人の育成」を軸にした教育活動を展開し、その内容についてご理解いただけるよう努めてまいります。

　いつも大変お世話になっております。
日頃より、子供たちの学習面や生活面でのきめ細やかなご指導ありがとうございます。
　テスト週間に単元テストが重なりますと、子供たちの学習負担が非常に大きくなり、睡眠不足や体調を崩しやすくなる
様子を案じております
　また、文化祭は日々の学習とは異なる経験が得られる大切な機会ですので、形を変えてでも継続していただけること
を切に願っております。

【回答】
　温かなお言葉、ありがとうございます。
　テスト週間についてですが、期末テストの範囲に単元テストの内容も含まれるので、範囲が増えていることにはならな
いため、これまでテスト週間と単元テストを重ねて実施する場合がありました。状況とお気持ちを伝えていただき、あり
がとうございます。単元テストの時期をずらす等、可能な方法があるか検討していきます。
　文化祭についてですが、中止の検討ではなく、開催の日程や内容等を検討しています。おっしゃるとおり、文化祭の
教育的価値は大きく、子どもたちが自分たちでつくり上げる経験を通して、主体性・協働性・表現力・自己肯定感を育
てるなど、ねらいを明確にして行ってきました。来年度以降も、子どもたちの貴重な学びの場・成長の場として実施して
いきます。ご支援、よろしくお願いします。

　着座礼をやっていると聞きました。
礼儀を義務教育で習うことは大切なことですので、きちんとした挨拶を教えて頂きたいと思います。

【回答】
　今年度から、日常の授業で着座礼を取り入れています。立礼や座礼と並び、着座礼は、正式な礼であるという認識と
ともに、礼義を重んじ、授業を受ける姿勢を整えることを目的として行っています。姿勢が悪いまま行うなどいいかげん
な面があり、徹底されていないところがあると考えます。授業の始まりと終わりにふさわしい挨拶となるよう見直してい
きます。

　学校の学習内容量が多く難易度も高いので、学校を休むとついていけなくなるから休めない、と子供が言います。豊
城の学習定着の取り組みなどはよいと思いますが、多くが、能力が高い子達に合わせているものだと感じます。中学生
は、もっと自分自身と自由に向き合うための、いい意味で暇な時間がもっとあってもいいと思います。
　先日、日本語学校の生徒さんとの交流があったと聞きました。正直なところ、清潔感のない方もおられたように感じた
ようで、逆にマイナスイメージになってしまったようです。

【回答】
　全ての生徒が安心して学べるように、どの授業の中でも基礎・基本の定着を重視するとともに、個別の支援や声かけ
に努めています。学校でも、子どもたちが自分自身と向き合う時間は必要だと考えてます。学びと心のゆとりの両面を
大切にして教育活動を見直していきます。
　英語の授業の一環で、今年度初めて学校近くの豊橋日本語学校の生徒さんとの交流を行いました。活動の様子を見
直し、よりよい交流になるよう連携していきたいと思います。



　先生方がこどもたちの自主性や個性を尊重して愛情をもって関わっていてくださることが、こどもたちにも伝わって、
とてもいい雰囲気ができているのだといつも感じています。担任の先生にも各教科の先生にもあたたかく見守ってい
ただき、時にはアドバイスをいただき、感謝しています。

【回答】
　子どもたち一人一人を尊重し、大切に思う教職員について、声を届けていただきありがとうございます。これからも、
各学年、学校全体で、愛情をもって、関わっていきたいと思います。

　豊城ポロシャツのアンケートの件についてです。
　1回目の生徒議会の直前のやりとりはまだしも、2回目議案が通った後(先生方のチェック済)で今回のアンケート実
施直前による延期は…。
　とてもお忙しい中、お世話していただいている先生方には大変感謝していますが、頑張っている子供がかわいそうで
した。

【回答】
 　本校は、生徒の主体性を大切にしています。着用中のポロシャツも卒業した生徒の発案で採用にこぎつけました。そ
の際も、生徒からの発案を生徒議会でとりあげ、さらに職員室での生徒によるプレゼンテーションと質疑応答を経て、
現在に至っています。今回は、アンケート実施にむけた取り組みについて、担当職員がその道筋をきちんと説明できて
おらず、申し訳ございませんでした。延期となりましたが、職員間の共通理解を得たうえでアンケートを実施することが
できました。今後も、生徒の思いを大切にしながらも、教職員がよき伴走者となって教育活動を行ってまいります。


